


































































































































































た活動は、群馬県脳卒中救急医療ネットワーク（Gunma Stroke Emergency Network，
GSEN）と、周術期口腔機能管理連携パス（周管パス）である。今回これらの活動を
紹介し、当院の郡市医師会との関わりについて報告する。【活動と成果】GSEN：平成
21年に群馬県の脳卒中救急医療に携わる医療従事者や消防、中核病院、行政等が連携
して脳卒中救急医療体制を確立し、治療レベル向上を図るために設立された。t-PA投
与の実態調査や、市民公開講座等の一般市民への啓蒙を行っている。GSENの活動に
より県内t-PA施行件数は増加しており、施行可能医療施設の情報を消防と共有し、迅
速な患者搬送に寄与している。周管パス：周術期口腔機能管理は、がんの全身麻酔下
手術に伴う合併症の抑制を目的に行われる。周管パスは、この管理を県内の歯科医院
へ依頼する目的で作成され、郡市歯科医師会の協力下に講習会を開催し、参加した登
録医に患者の管理を依頼している。登録医数は260名を超えた。当院患者の口腔管理
を依頼することで患者の順調な術後経過に寄与するだけでなく、登録医の患者増にも
繋がっている。【結論】行政の手の届きにくい分野の支援や医師会と同じベクトルを向
いた活動を通じて、信頼関係とギブアンドテイクの関係が生まれると思われる。その
ためには日頃からの顔の見える連携が不可欠であり、当課では毎月、県内11の郡市医
師会へ定期訪問し、人間関係のパイプ作りを行っている。充実した活動の実践には、
われわれ自身の垣根を低くし、定期的な郡市医師会等への訪問を継続していくことが
重要である。
10月
24日㈫
一般演題 （口演）
抄録
